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令和４年度（２０２２年度）第１３回公立大学法人熊本県立大学教育研究会議 議事録 

 

日 時：令和５年（２０２３年）２月２０日（月）１０時００分～１０時５０分 

場 所：熊本県立大学 本部棟２階 大会議室 

出 席：学長 堤  裕昭 

副学長 鈴木 元 

事務局長                倉光 麻里子 

文学部長 村尾 治彦（リモート参加） 

環境共生学部長   石橋 康弘（リモート参加） 

総合管理学部長       澤田 道夫（リモート参加） 

共通教育センター長           山田 俊（リモート参加） 

地域・研究連携センター長        柴田 祐（リモート参加） 

デジタルイノベーション推進ｾﾝﾀｰ長 飯村 伊智郎（リモート参加）                         

国際教育交流センター長          レイヴィン リチャード 

（リモート参加） 

学校法人 九州ルーテル学院 院長    内村 公春 

株式会社 熊本日日新聞社 調査役    松下 純一郎 

熊本県公立高等学校長会 会長      牛田 卓也 

 

監 事：公認会計士・税理士           吉川 榮一 

欠 席：監事 弁護士              本田 悟士 

 

委員以外の出席  文学研究科長         米谷 隆史（リモート参加） 

     環境共生学研究科長      白土 英樹（リモート参加） 

     アドミニストレーション研究科長     宮園 博光 

 

事務局：川元事務局次長、三隅教務入試課長、山村教務入試課入試班長、尾方教務入試課

教務班長 

     

 

１ 開会 

 

２ 学長挨拶 

  吉川 監事 紹介 

 

３ 議事 

（１）審議事項 

① 令和 5年度入学者選抜における合格者の決定について 

1)私費外国人留学生選抜 

事務局教務入試課から資料１－１に基づき「私費外国人留学生については、各
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学部各学科・専攻若干名の募集に対して、各学科に志願があり、２月４日に試験

を実施し各学部で合否の判定を行ったので御審議をお願いしたい。」との説明があ

った。 

続いて、文学部長から資料１－２に基づき「文学部日本語日本文学科に１名の

志願があり受験したが、基準を満たしていないので不合格としたい。」との説明

があった。 

同じく、環境共生学部長から資料１－３、１－４に基づき「環境共生学部環境

共生学科の環境資源学専攻、食健康環境学専攻にそれぞれ1名の志願があったが、

両名とも試験欠席により失格となる。」との説明があった。 

最後に総合管理学部長から資料１－５に基づき「総合管理学部総合管理学科に1

名の志願があり受験したが、基準を満たしていないので不合格としたい。」との

説明があった。 

 

審議の結果、案のとおり承認した。 

 

     

2)大学院文学研究科春季募集 

     事務局教務入試課から資料１－６に基づき「２月４日に文学研究科において試

験を実施し、研究科委員会で合否の判定を行ったので御審議をお願いしたい。日

本語日本文学専攻博士前期課程は、春季募集３名に対して外国人留学生特別選抜

に２名の志願があっている。また、日本語日本文学専攻博士後期課程及び英語英

米文学専攻については志願者なしだった。」と説明があった。 

続いて、文学研究科長から資料１－７に基づき「日本語日本文学専攻博士前期

課程の外国人留学生特別選抜については、２名が受験し、１名は８割近い出来に

より合格とし、もうお一人は基準を満たしておらず不合格としたい。」と説明が

あった。 

 

審議の結果、案のとおり承認した。 

 

 

3)大学院環境共生学研究科春季募集 

     事務局教務入試課から資料１－８に基づき「同じく２月４日に環境共生学研究

科において試験を実施し、研究科委員会で合否の判定を行ったので御審議をお願

いしたい。環境共生学研究科博士前期課程は、春季募集若干名に対して、一般選

抜４名、社会人特別選抜２名の志願があっている。また、環境共生学研究科博士

後期課程は、２月１１日の実施を予定していたが、志願者なしのため実施しなか

った。」と説明があった。 

続いて、環境共生学研究科長から資料１－９、１－１０に基づき「博士前期課

程の一般選抜の志願者４名のうち受験者３名、社会人特別選抜の２名とも基準を

満たしており合格としたい。」と説明があった。 
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審議の結果、案のとおり承認した。  

 

     

4)大学院アドミニストレーション研究科春季募集 

事務局教務入試課から資料１－１１に基づき「同じく２月４日にアドミニスト

レーション研究科において試験を実施し、研究科委員会で合否の判定を行ったの

で御審議をお願いしたい。アドミニストレーション研究科博士前期課程は、秋季・

春季合わせて募集１２名に対して、一般選抜に１名、一般選抜（国際協力枠）に

１名、社会人特別選抜に３名の志願があっている。また、アドミニストレーショ

ン研究科博士後期課程は、志願者なしのため実施しなかった。」との説明があっ

た。 

続いて、アドミニストレーション研究科長から資料１－１２、１－１３、１－

１４に基づき「博士前期課程の一般選抜１名及び国際協力枠１名はそれぞれ基準

を満たしており合格としたい。また、社会人特別選抜の３名も基準を満たしてお

り合格としたい。」との説明があった。 

 

審議の結果、案のとおり承認した。 

 

 

② 令和５年度非常勤講師の採用について 

事務局教務入試課から、資料２－１、資料２－２に基づき「令和５年度の非常勤

講師の採用について、各学部等の教授会を経て推薦があった９名、１２科目につ

いて御審議いただきたい。予定者は名簿のとおりである。」との説明があった。 

 

審議の結果、案のとおり承認した。 

  

 

（２）報告事項 

① 令和４年度非常勤講師の採用について 

事務局教務入試課から、資料３－１、資料３－２に基づき「令和４年度の非常

勤講師の採用について、後学期集中講義地学Ⅱ、地学実験Ⅱについて非常勤講師

の事情により、３名の方の採用を急遽行った。」と報告があった。 

 

４ その他 

次回日程  第１４回 令和５年 ３月５日（日）午前１０時～  

本部棟２階 大会議室 

 

５ 閉 会  


